
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一
五

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
（
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
）

金
　
　
　
炳
　
坤

業
に
移
行
し
︑
現
在
︑
市
川
篤
︑
中
山
海
昌
氏
の
助
力
を
得
て
︑
学
内
に
使
用

で
き
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
が
確
認
で
き
た
三
十
七
冊
を
︑
優
先
し

て
登
録
し
て
い
く
作
業
に
取
り
掛
っ
て
い
る
︒

﹃
身
延
論
叢
﹄
の
前
身
で
あ
る
﹃
棲
神
﹄
は
︑
大
正
二
︵
一
九
一
三
︶
年
十

月
三
十
一
日
か
ら
平
成
七
︵
一
九
九
五
︶
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
八
十
二
年

間
︑
祖
山
学
院
同
窓
会
文
学
部
︵
自
第
一
号
至
第
二
十
六
号
︶︑
身
延
山
専
門

学
校
祖
山
中
学
報
国
団
文
学
部
︵
自
第
二
十
七
号
至
第
二
十
八
号
︶︑
身
延
山

短
期
大
学
︵
自
第
二
十
九
号
至
第
三
十
四
号
︶︑
身
延
山
短
期
大
学
学
会
︵
自

三
十
五
号
至
第
六
十
七
号
︶
と
発
行
母
体
を
変
え
な
が
ら
︑
棲
神
︵
日
蓮
聖
人

の
御
魂
が
永
久
に
止
ま
る
と
い
う
意
︶
の
地
と
言
わ
れ
る
︑
こ
こ
身
延
山
で
の

教
学
研
鑽
を
つ
ね
に
鼓
舞
す
る
存
在
と
し
て
︑
世
に
そ
の
学
術
成
果
を
公
開
し

て
い
く
重
責
を
一
手
に
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
が
短
期
大
学
か
ら
四
年

制
大
学
へ
改
組
転
換
し
た
平
成
七
年
度
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
り
︑
平
成
八

︵
一
九
九
六
︶
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
は
︑
誌
名
を
﹃
身
延
論
叢
﹄
に
改
め
て

一　

身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
こ
と

昨
年
度
は
︑
金
炳
坤
︵
情
報
管
理
者
︶︑
宇
佐
美
玄
秀
︵
附
属
図
書
館
事
務

長
兼
Ｉ
Ｒ
事
務
主
任
︶
の
主
導
の
も
と
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
︑
身
延
山
大

学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
︑
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
支
援
を
受
け
︑
各
所
発
行

の
機
関
誌
を
身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
登
録
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
︑
池
田

優
季
名
︵
身
延
山
久
遠
寺
宝
物
館
学
芸
員
︶︑
五
太
子
晃
龍
︑
近
藤
慈
英
氏
の

助
力
を
得
て
︑﹃
身
延
論
叢
﹄︵
自
創
刊
号
至
第
二
十
二
号
︶︑﹃
東
洋
文
化
研
究

所
所
報
﹄︵
自
創
刊
号
至
第
二
十
号
︶︑﹃
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
﹄︵
自
創

刊
号
至
第
十
六
号
︶
の
登
録
作
業
が
完
了
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
身
延

山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
本
格
運
用
が
開
始
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
登
録
作
業
に

あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
︒

本
年
度
か
ら
は
︑
身
延
山
短
期
大
学
学
会
の
研
究
紀
要
﹃
棲
神
﹄
の
登
録
作



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一
七

町
田
師
は
任
意
で
ナ
ン
バ
ー
を
付
し
︑
こ
れ
ら
を
順
に
①
第
十
一
号
︑
②
第

十
二
号
︑
③
第
十
四
号
に
あ
て
︑
第
十
三
号
を
欠
本
に
し
た
の
で
あ
る
︒
師
の

推
定
を
ま
と
め
て
み
る
と
前
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
あ
る
︒

つ
ま
る
と
こ
ろ
︑
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
は
︑
号
数
変
動
の
可
能
性

が
在
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

そ
れ
か
ら
︑
第
二
号
︵
④
大
正
三
︵
一
九
一
四
︶
年
四
月
十
日
発
行
︶
と
い

う
の
も
町
田
師
の
工
夫
に
よ
る
も
の
で
︑
実
際
に
は
﹁
第
壱
巻
第
弐
號
﹂
と
表

記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
町
田
師
は
︑
第
三
号
を
﹁
大
正
四
年
四
月
刊
﹂
と
推

定
し
こ
れ
を
欠
本
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
①
を
例
に
と
り
︑
号
数
の
表
記
に
不
備
が
あ
っ
た
後
に
は

欠
号
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
︑
こ
れ
を
あ
る
種
の
傾
向
と
捉
え
る

な
ら
ば
︑
同
じ
脈
絡
で
︑
④
に
お
い
て
も
①
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
現
象
が
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
町
田
師
に
よ
っ
て
欠
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
第
三
号
と

第
十
三
号
は
︑
欠
号
で
な
い
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
︒
よ
っ
て
︑
今
後
の
蒐
集
と
調
査
に
あ
た
っ
て
は
︑
こ
の
こ
と
に
も
注
意

が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

か
く
し
て
本
稿
で
は
︑
現
在
進
行
中
で
あ
る
身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
登

録
作
業
に
つ
い
て
触
れ
︑﹃
棲
神
﹄
の
総
目
録
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
︑
こ
れ
に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
︒

以
下
で
は
︑
町
田
師
の
﹁﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
創
刊
号
︵
大
正
二
年
︶
よ
り

第
四
十
五
号
︵
昭
和
四
十
八
年
︶
ま
で
︶﹂
に
続
く
も
の
と
し
て
︑
第
四
十
六

号
︵
昭
和
四
十
九
年
︶
か
ら
︑
最
終
号
で
あ
る
第
六
十
七
号
︵
平
成
七
年
︶
ま

で
の
目
録
を
作
成
し
資
料
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀

棲
神
︑
身
延
論
叢
︑
身
延
山
大
学
︑
身
延
山
短
期
大
学
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
︑
町
田
是
正
︑

則
武
海
園

三　

続
『
棲
神
』
総
目
録

〇
第
四
十
六
号
︵
昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
五
日
発
行
︶

棲
神　

第
四
十
六
号　

目
次

み
の
ぶ
山
論

室
住
一
妙

1

日
蓮
聖
人
に
み
る
人
間
観
︵
第
四
輯
︶

︱
懺
悔
す
る
こ
と
の
意
義
を
求
め
て

︱

町
田
是
正

14

身
延
山
初
期
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
特
に
建
治
二
年
を
中
心
と
し
て

︱

上
田
本
昌

23

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

一
六

受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

つ
い
で
な
が
ら
︑
ト
ー
タ
ル
で
数
え
て
み
る
と
︑
今
年
︑
平
成
三
十

︵
二
〇
一
八
︶
年
三
月
二
十
五
日
発
行
の
﹃
身
延
論
叢
﹄
第
二
十
三
号
は
︑
通

算
第
九
十
号
に
あ
た
り
︑
そ
の
歴
史
は
百
五
年
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
︒

二　
『
棲
神
』
の
欠
号
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
﹃
棲
神
﹄
の
総
目
録
は
︑﹁﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
回
顧
︶﹂︵﹃
棲
神
﹄

第
三
十
七
号
所
収
︶
と
﹁﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
創
刊
号
︵
大
正
二
年
︶
よ
り
第

四
十
五
号
︵
昭
和
四
十
八
年
︶
ま
で
︶﹂︵﹃
棲
神
﹄
第
四
十
六
号
所
収
︶
の
二

種
が
作
成
さ
れ
て
お
り
︑
い
ず
れ
も
本
学
の
名
誉
教
授
で
あ
る
町
田
是
正
師
の

編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒

前
者
は
﹁
棲
神
五
十
年
を
回
顧
﹂
し
て
昭
和
三
十
八
︵
一
九
六
三
︶
年
十
月

十
八
日
に
自
創
刊
号
至
第
三
十
七
号
を
範
囲
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
︑
当
時
︑
蒐
集
し
得
な
か
っ
た
創
刊
号
︑
第
三
号
︑
第
十
三
号
は
﹁
欠
本
﹂

と
し
て
扱
っ
て
い
る
︒
後
者
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
十
年
後
の
昭
和
四
十
八

︵
一
九
七
三
︶
年
十
二
月
十
四
日
に
﹁
発
刊
六
十
年
の
歩
み
﹂
と
し
て
作
成
さ

れ
た
自
第
一
号
至
第
四
十
五
号
を
収
め
る
も
の
で
あ
る
が
︑
特
記
す
る
べ
き

は
︑
昭
和
四
十
八
年
二
月
六
日
︑
静
岡
県
富
士
市
増
川
・
妙
蓮
寺
住
職
則
武
海

園
師
よ
り
本
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
第
壹
号
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

︵
町
田
是
正
﹁︿
ト
ピ
ッ
ク
﹀﹃
棲
神
﹄
第
壱
号
︵
創
刊
誌
︶
発
見
さ
る
！
﹂﹃
棲

神
﹄
第
四
十
五
号
参
照
︶︒

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
︑
第
三
号
と
第
十
三
号
は
い
ま
だ
発
見
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
︑
無
論
︑
昭
和
五
十
三
︵
一
九
七
八
︶
年
四
月
十
四
日
に
大
東
出
版
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
﹃
棲
神
﹄
の
復
刻
版
︵
自
第
一
号
至
第
四
十
二
号
︶
に
も
こ

の
二
冊
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
︒

と
こ
ろ
が
︑
町
田
師
が
第
十
三
号
を
﹁
不
明
・
欠
本
﹂
と
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
少
し
く
補
足
す
る
べ
き
点
が
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
第
十
号
が
発
行
さ
れ
た

大
正
十
︵
一
九
二
一
︶
年
七
月
二
十
日
か
ら
︑
第
十
五
号
が
発
行
さ
れ
た
昭
和

四
︵
一
九
二
九
︶
年
十
二
月
十
日
ま
で
の
お
よ
そ
八
年
四
か
月
の
間
に
は
︑
不

明
と
さ
れ
る
第
十
三
号
を
含
む
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
四
冊
が
発
行

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
︑
現
在
︑
こ
の
期
間
中
に
発
行
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
て
い
る
現
存
す
る
三
冊
に
は
︑
町
田
師
が
指
摘
す
る
如
く
︑
号
数

西　
　

暦

号　
　

数

推
定
号
数

一
九
二
一

十

一
九
二
二

一
九
二
三

二
︵
一
︶

十
一

一
九
二
四

な
し

十
二

一
九
二
五

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
二
八

な
し

十
四

一
九
二
九

十
五

の
表
記
に
不
備
が
あ
っ
た
り
︑
号

数
の
表
記
自
体
が
な
か
っ
た
り
す

る
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
︒

現
存
す
る
三
冊
と
は
︑
号
数
の

表
記
を
﹁
第
二
巻
第
一
号
﹂︵
①

大
正
十
二
︵
一
九
二
三
︶
年
二
月

十
六
日
︶
と
す
る
一
冊
と
︑
号
数

を
有
し
な
い
二
冊
︵
②
大
正
十
三

︵
一
九
二
四
︶
年
十
月
三
日
︑
③

昭
和
三
︵
一
九
二
八
︶
年
十
一
月

二
十
日
︶
の
計
三
冊
で
あ
る
が
︑



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

一
七

町
田
師
は
任
意
で
ナ
ン
バ
ー
を
付
し
︑
こ
れ
ら
を
順
に
①
第
十
一
号
︑
②
第

十
二
号
︑
③
第
十
四
号
に
あ
て
︑
第
十
三
号
を
欠
本
に
し
た
の
で
あ
る
︒
師
の

推
定
を
ま
と
め
て
み
る
と
前
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
あ
る
︒

つ
ま
る
と
こ
ろ
︑
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
は
︑
号
数
変
動
の
可
能
性

が
在
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

そ
れ
か
ら
︑
第
二
号
︵
④
大
正
三
︵
一
九
一
四
︶
年
四
月
十
日
発
行
︶
と
い

う
の
も
町
田
師
の
工
夫
に
よ
る
も
の
で
︑
実
際
に
は
﹁
第
壱
巻
第
弐
號
﹂
と
表

記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
町
田
師
は
︑
第
三
号
を
﹁
大
正
四
年
四
月
刊
﹂
と
推

定
し
こ
れ
を
欠
本
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
①
を
例
に
と
り
︑
号
数
の
表
記
に
不
備
が
あ
っ
た
後
に
は

欠
号
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
︑
こ
れ
を
あ
る
種
の
傾
向
と
捉
え
る

な
ら
ば
︑
同
じ
脈
絡
で
︑
④
に
お
い
て
も
①
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
現
象
が
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
町
田
師
に
よ
っ
て
欠
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
第
三
号
と

第
十
三
号
は
︑
欠
号
で
な
い
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
︒
よ
っ
て
︑
今
後
の
蒐
集
と
調
査
に
あ
た
っ
て
は
︑
こ
の
こ
と
に
も
注
意

が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

か
く
し
て
本
稿
で
は
︑
現
在
進
行
中
で
あ
る
身
延
山
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
登

録
作
業
に
つ
い
て
触
れ
︑﹃
棲
神
﹄
の
総
目
録
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
︑
こ
れ
に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
︒

以
下
で
は
︑
町
田
師
の
﹁﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
創
刊
号
︵
大
正
二
年
︶
よ
り

第
四
十
五
号
︵
昭
和
四
十
八
年
︶
ま
で
︶﹂
に
続
く
も
の
と
し
て
︑
第
四
十
六

号
︵
昭
和
四
十
九
年
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川
前
肇

152

　

本
尊
抄
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念
㈠

庵
谷
行
亨

154

　

立
正
安
国
論
・
開
目
抄
に
引
用
さ
れ
た
涅
槃
経
に
つ
い
て

久
住
謙
是

156

　

日
蓮
宗
寺
院
の
出
開
帳
に
つ
い
て

北
村　

聰

158

　

大
我
の
日
蓮
宗
批
判

宮
川
一
敬

161



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
一

老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
処
遇

長
谷
川
寛
勝

212

純
粋
宗
学
へ
の
道

疋
田
英
肇

222

ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
と
大
乗
仏
教
の
推
移

高
橋
堯
昭

236

﹁
仏
教
聖
典
﹂
に
於
て
︑
仏
教
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
英
語
に
つ
い
て

︱
そ
の
一
部

︱

大
森　

孝

254

室
住
一
妙
先
生
略
年
譜

268

室
住
一
妙
先
生
著
作
・
論
文
目
録

269

後
記

上
田
本
昌

〇
第
四
十
九
号
︵
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
学
生
の
た
め
の
練
成
修
養
道
場
︵
手
前
︶︵
本
誌
138
頁
参
照
︶
／
練
成
修
養
道
場
の
内
部

棲
神　

第
四
十
九
号　

目
次

日
蓮
聖
人
の
﹁
時と

き

﹂
の
意
識

町
田
是
正

1

A
dhim

ukti

とśraddhā 

︱
化
城
・
五
百
弟
子
・
法
師
品
を
中
心
と
し
て

︱

望
月
海
淑

18

大
唐
西
域
記
研
究
⑵

︱
烏
丈
那
国
の
仏
教
を
手
が
か
り
と
し
て

︱

高
橋
堯
昭

35

日
唱
の
身
延
除
歴
事
件
に
つ
い
て

林　

是
晋

52

不
軽
と
上
行

中
條
暁
秀

62

伝
教
大
師
最
澄
の
戒
律

望
月
海
英

83

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
元
年
の
秋
と
冬

︱

上
田
本
昌

98

第
二
十
九
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要

　

此
経
難
持
の
口
語
訳
に
つ
い
て

室
住
一
妙

117

　

執
金
剛
に
つ
い
て

望
月
海
淑

118

　

日
蓮
聖
人
の
仏
身
観

北
川
前
肇

120

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
〇

学
園
彙
報
﹃
昭
和
四
十
九
年
度
﹄

151

後
記

上
田
本
昌

〇
第
四
十
八
号
　
室
住
一
妙
教
授
古
稀
記
念
号
︵
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
八
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
室
住
一
妙
教
授

所
感 

学
長

望
月
日
滋

序 

身
延
山
短
期
大
学
々
園　

理
事
長　

学
監

小
林
顕
栄

棲
神　

第
四
十
八
号　

目
次

﹁
御
講
聞
書
﹂
に
そ
う
て

室
住
一
妙

1

﹃
御
講
聞
書
﹄
考

浅
井
円
道

19

御
講
聞
書
の
四
弘
誓
願

若
杉
見
龍

30

宗
学
と
は
何
か

茂
田
井
教
亨

42

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
元
年
を
中
心
と
し
て

︱

上
田
本
昌

52

天
台
大
師
の
少
年
時
代

︱
霊
夢
と
両
親
の
死

︱

野
村
耀
昌

67

三
乗
に
お
け
る
仏
と
法
華
経
の
釈
尊

河
村
孝
照

87

adhim
ukti

とśraddhā

︱
譬
喩
・
信
解
・
薬
草
喩
品
を
中
心
と
し
て
︱

望
月
海
淑

103

鎌
倉
浄
土
教
の
展
開
に
お
け
る
対
外
的
契
機

川
添
昭
二

116

江
戸
中
期
に
お
け
る
諫
暁
活
動
︱
了
楩
日
雄
の
行
動
に
見
る
︱

宮
崎
英
修

127

身
延
山
墓
碑
史
考

︱
江
戸
期
諸
大
名
関
係
を
中
心
と
し
て

︱

町
田
是
正

139

横
須
賀
問
答
の
﹁
裂
邪
網
﹂
に
つ
い
て

林　

是
幹

159

身
延
裏
参
道
考

秋
山
智
孝

185

繰
弁
考

宮
崎
海
優

196



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
一

老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
処
遇

長
谷
川
寛
勝

212

純
粋
宗
学
へ
の
道

疋
田
英
肇

222

ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
と
大
乗
仏
教
の
推
移

高
橋
堯
昭

236

﹁
仏
教
聖
典
﹂
に
於
て
︑
仏
教
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
英
語
に
つ
い
て

︱
そ
の
一
部

︱

大
森　

孝

254

室
住
一
妙
先
生
略
年
譜

268

室
住
一
妙
先
生
著
作
・
論
文
目
録

269

後
記

上
田
本
昌

〇
第
四
十
九
号
︵
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
学
生
の
た
め
の
練
成
修
養
道
場
︵
手
前
︶︵
本
誌
138
頁
参
照
︶
／
練
成
修
養
道
場
の
内
部

棲
神　

第
四
十
九
号　

目
次

日
蓮
聖
人
の
﹁
時と

き

﹂
の
意
識

町
田
是
正

1

A
dhim

ukti

とśraddhā 

︱
化
城
・
五
百
弟
子
・
法
師
品
を
中
心
と
し
て

︱

望
月
海
淑

18

大
唐
西
域
記
研
究
⑵

︱
烏
丈
那
国
の
仏
教
を
手
が
か
り
と
し
て

︱

高
橋
堯
昭

35

日
唱
の
身
延
除
歴
事
件
に
つ
い
て

林　

是
晋

52

不
軽
と
上
行

中
條
暁
秀

62

伝
教
大
師
最
澄
の
戒
律

望
月
海
英

83

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
元
年
の
秋
と
冬

︱

上
田
本
昌

98

第
二
十
九
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要

　

此
経
難
持
の
口
語
訳
に
つ
い
て

室
住
一
妙

117

　

執
金
剛
に
つ
い
て

望
月
海
淑

118

　

日
蓮
聖
人
の
仏
身
観

北
川
前
肇

120

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
〇

学
園
彙
報
﹃
昭
和
四
十
九
年
度
﹄

151

後
記

上
田
本
昌

〇
第
四
十
八
号
　
室
住
一
妙
教
授
古
稀
記
念
号
︵
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
八
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
室
住
一
妙
教
授

所
感 

学
長

望
月
日
滋

序 

身
延
山
短
期
大
学
々
園　

理
事
長　

学
監

小
林
顕
栄

棲
神　

第
四
十
八
号　

目
次

﹁
御
講
聞
書
﹂
に
そ
う
て

室
住
一
妙

1

﹃
御
講
聞
書
﹄
考

浅
井
円
道

19

御
講
聞
書
の
四
弘
誓
願

若
杉
見
龍

30

宗
学
と
は
何
か

茂
田
井
教
亨

42

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
元
年
を
中
心
と
し
て

︱

上
田
本
昌

52

天
台
大
師
の
少
年
時
代

︱
霊
夢
と
両
親
の
死

︱

野
村
耀
昌

67

三
乗
に
お
け
る
仏
と
法
華
経
の
釈
尊

河
村
孝
照

87

adhim
ukti

とśraddhā

︱
譬
喩
・
信
解
・
薬
草
喩
品
を
中
心
と
し
て
︱

望
月
海
淑

103

鎌
倉
浄
土
教
の
展
開
に
お
け
る
対
外
的
契
機

川
添
昭
二

116

江
戸
中
期
に
お
け
る
諫
暁
活
動
︱
了
楩
日
雄
の
行
動
に
見
る
︱

宮
崎
英
修

127

身
延
山
墓
碑
史
考

︱
江
戸
期
諸
大
名
関
係
を
中
心
と
し
て

︱

町
田
是
正

139

横
須
賀
問
答
の
﹁
裂
邪
網
﹂
に
つ
い
て

林　

是
幹

159

身
延
裏
参
道
考

秋
山
智
孝

185

繰
弁
考

宮
崎
海
優

196



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
三

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
一
号
︵
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
一
号　

目
次

五
品
弟
子
位
に
つ
い
て

若
杉
見
龍

1

随
喜
功
徳
品
に
つ
い
て

望
月
海
淑

23

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
二
年
の
秋
か
ら
弘
安
三
年
の
冬
へ

︱

上
田
本
昌

46

﹃
立
正
安
国
論
﹄
の
略
本
と
広
本
に
つ
い
て

中
條
暁
秀

67

道
元
の
﹁
時
﹂
の
観
念

町
田
是
正

109

成
仏
へ
の
道

奥
野
本
洋

123

ラ
ダ
ク
︵
西
チ
ベ
ッ
ト
高
原
︶
そ
の
自
然
と
文
化

高
橋
堯
昭

138

身
延
山
の
棟
梁

林　

是
幹

158

言
語
に
つ
い
て
の
一
考
察　

そ
の
②

大
森　

孝

163

学
園
彙
報　

昭
和
五
十
三
年
度

177

学
園
だ
よ
り

180

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
二
号
　
林
是
幹
教
授
古
稀
記
念
号
︵
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
林
是
幹
教
授
近
影

序 

学
長

望
月
日
滋

序 

理
事
長　

学
監

竹
下
日
康

学
徳
と
法
勲
を
讃
え
る 

学
頭

里
見
泰
穏

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
二

　

日
蓮
聖
人
の
具
足
論

庵
谷
行
亨

122

　

覚
知
道
と
還
愚
道

本
間
裕
史

124

　

日
蓮
宗
の
己
心
論
争

小
野
文
珖

126

　

天
台
学
僧
信
尊
に
つ
い
て

高
橋
謙
祐

129

　

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

伊
藤
光
明

131

学
園
彙
報
﹃
昭
和
五
十
年
度
﹄﹃
昭
和
五
十
一
年
度
﹄

133

学
園
便
り

136

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
号
︵
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
学
長
猊
下
御
染
筆

望
月
日
滋

棲
神　

第
五
十
号　

目
次

法
華
経
に
見
ら
れ
るŚraddhā

とA
dhim

ukti

　

︱
見
宝
塔
・
勧
持
・
安
楽
行
・
従
地
涌
出
・
如
来
寿
量
品
に
関
し
て

︱

望
月
海
淑

1

﹁
被
接
﹂
に
つ
い
て

若
杉
見
龍

28

マ
ヌ
法
典
に
於
け
る
雑
種
階
級

町
田
是
正

43

言
語
に
つ
い
て
の
一
考
察

大
森　

孝

56

宗
祖
と
守
護
神

中
條
暁
秀

70

日
蓮
聖
人
遺
文
中
に
見
ら
れ
る
法
然
像

奥
野
本
洋

95

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
二
年
の
春
か
ら
夏
へ

︱

上
田
本
昌

110

学
園
彙
報
﹃
昭
和
五
十
二
年
度
﹄

125

学
園
だ
よ
り

128



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
三

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
一
号
︵
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
一
号　

目
次

五
品
弟
子
位
に
つ
い
て

若
杉
見
龍

1

随
喜
功
徳
品
に
つ
い
て

望
月
海
淑

23

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
二
年
の
秋
か
ら
弘
安
三
年
の
冬
へ

︱

上
田
本
昌

46

﹃
立
正
安
国
論
﹄
の
略
本
と
広
本
に
つ
い
て

中
條
暁
秀

67

道
元
の
﹁
時
﹂
の
観
念

町
田
是
正

109

成
仏
へ
の
道

奥
野
本
洋

123

ラ
ダ
ク
︵
西
チ
ベ
ッ
ト
高
原
︶
そ
の
自
然
と
文
化

高
橋
堯
昭

138

身
延
山
の
棟
梁

林　

是
幹

158

言
語
に
つ
い
て
の
一
考
察　

そ
の
②

大
森　

孝

163

学
園
彙
報　

昭
和
五
十
三
年
度

177

学
園
だ
よ
り

180

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
二
号
　
林
是
幹
教
授
古
稀
記
念
号
︵
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
林
是
幹
教
授
近
影

序 

学
長

望
月
日
滋

序 
理
事
長　

学
監

竹
下
日
康

学
徳
と
法
勲
を
讃
え
る 

学
頭

里
見
泰
穏

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
二

　

日
蓮
聖
人
の
具
足
論

庵
谷
行
亨

122

　

覚
知
道
と
還
愚
道

本
間
裕
史

124

　

日
蓮
宗
の
己
心
論
争

小
野
文
珖

126

　

天
台
学
僧
信
尊
に
つ
い
て

高
橋
謙
祐

129

　

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

伊
藤
光
明

131

学
園
彙
報
﹃
昭
和
五
十
年
度
﹄﹃
昭
和
五
十
一
年
度
﹄

133

学
園
便
り

136

後
記

上
田
本
昌

〇
第
五
十
号
︵
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
学
長
猊
下
御
染
筆

望
月
日
滋

棲
神　

第
五
十
号　

目
次

法
華
経
に
見
ら
れ
るŚraddhā

とA
dhim

ukti

　

︱
見
宝
塔
・
勧
持
・
安
楽
行
・
従
地
涌
出
・
如
来
寿
量
品
に
関
し
て

︱

望
月
海
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代
略
譜
︵
第
二
回
︶

北
沢
光
昭

233

言
語
小
論
④

大
森　

孝

35L

︻
寄
稿
︼
法
要
式
英
訳
試
作

村
野
宣
忠

19L

中
論
の
論
理
の
一
考
察
︵
五
藍
品
第
四
の
第
八
偈
・
第
九
偈
に
つ
い
て
の
管
見
︶

里
見
泰
穏

1L

里
見
泰
穏
先
生
略
年
譜

249

︻
書
評
︼
望
月
海
淑
著
﹁
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
﹂
山
喜
房
仏
書
林

望
月
海
英

251

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
五
年
度
︶

町
田
是
正
／
中
条
暁
秀
／
奥
野
本
洋

253

編
集
後
記

町
田
是
正

259

〇
第
五
十
四
号
　
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
特
輯
号
︵
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈﹁
臨
滅
度
時
大
曼
荼
羅
﹂
に
つ
い
て

上
田
本
昌　

解
説
／
奥
野
本
洋　

写
真

﹇
口
絵
﹈
紙
本
着
色
日
蓮
聖
人
涅
槃
図　

身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
蔵

林　

是
晋　

解
説
／
熊
王
秀
臣　

写
真

﹇
口
絵
﹈
日
蓮
聖
人
正
当
第
七
百
遠
忌
報
恩
記
念
色
紙

 

身
延
山
久
遠
寺
総
務　

身
延
山
短
期
大
学
々
監　

明
星
山
妙
純
寺
貫
首

竹
下
日
康　

猊
下
染
筆

棲
神　

第
五
十
四
号　

目
次

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
㈠

若
杉
見
龍

1

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
四
年
正
月
か
ら
八
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

11

法
雲
﹃
法
華
義
記
﹄
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

35

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

町
田
是
正

51

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点

︱
立
正
観
抄
と
四
重
興
廃
・
真
如
随
縁
論

︱

中
條
暁
秀

77

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
六

学
園
だ
よ
り

380

後
記

上
田
本
昌

383

〇
第
五
十
三
号
　
里
見
泰
穏
教
授
古
稀
記
念
号
︵
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

﹇
口
絵
﹈
学
頭
・
里
見
泰
隠
教
授
近
影
︵
身
延
山
短
期
大
学
学
頭
室　

昭
和
五
十
六
年
一
月
十
三
日
撮
影
︶

棲
神　

第
五
十
参
号　

目
次

序 

身
延
山
短
期
大
学
学
長

望
月
日
滋

序 

身
延
山
短
期
大
学
々
園
理
事
長
・
学
監

竹
下
日
康

法
労
を
謝
す 

同
学

林　

是
幹

︹
寄
稿
︺
即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開

浅
井
円
道

9

︹
寄
稿
︺
安
達
泰
盛
と
そ
の
兄
弟

川
添
昭
二

19

︹
寄
稿
︺
涅
槃
経
に
と
っ
て
大
乗
と
は
な
に
か

河
村
孝
照

31

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

43

法
華
玄
義
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

若
杉
見
龍

61

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
三
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

71

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察

︱
立
正
観
抄
・
同
送
状

︱

中
條
暁
秀

91

御
本
尊
論
研
究
ノ
ー
ト　

前
篇

桑
名
貫
正

109

日
蓮
聖
人
の
臨
終
観

奥
野
本
洋

129

身
延
山
と
藤
村
紫
朗
県
令
︵
本
県
第
五
代
知
事
︶

林　

是
幹

145

南
部
實
長
考

︱
實
長
の
姓
に
つ
い
て

︱

中
里
悠
光

153

身
延
山
諸
堂
建
立
考

林　

是
晋

169

小
乗
の
中
の
大
乗

高
橋
堯
昭

183



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
九

　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
即
身
成
仏
論
の
基
礎
的
考
察

︱
即
身
成
仏
位
に
関
連
し
て

︱

西
片
元
證

134

　

近
世
日
蓮
宗
の
千
部
会
に
つ
い
て

︱
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

︱

望
月
真
澄

136

　

立
正
観
抄
と
法
華
問
答
正
義
抄

高
橋
謙
祐

138

　

日
蓮
聖
人
の
﹃
涅
槃
経
﹄
引
用
の
一
断
面
︱
﹃
一
乗
要
決
﹄
と
の
関
連
を
中
心
に
し
て
︱

関
戸
啓
造

140

　

日
蓮
聖
人
の
罪
認
識

原　

慎
定

141

　
﹃
本
尊
聖
教
録
﹄
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

寺
尾
英
智

143

　

宗
門
の
現
状
と
課
題

︱
五
十
五
年
度
宗
勢
調
査
報
告
か
ら

︱

久
住
謙
是

145

　

十
界
構
造
論
Ⅲ

︱
信
行
形
態
の
点
検

︱

服
部
即
明

147

　

近
世
日
蓮
宗
教
学
に
つ
い
て

小
野
文
珖

148

　

続
・
不
受
流
僧
潮
音
寺
日
照
に
つ
い
て

藤
崎
英
正

150

　

法
華
経
に
お
け
る
﹁
教
主
釈
尊
﹂
の
表
現
と
仏
教
思
想
史
的
意
義
︵
そ
の
二
︶

林　

円
修

152

言
語
小
論
⑥

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
七
年
度
︶

155

編
集
後
記

町
田
是
正

164

〇
第
五
十
六
号
︵
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
六
号　

目
次

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
四
年
十
二
月
か
ら
五
年
三
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

1

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察

︱
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て
㈡

︱

中
條
暁
秀

19

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
時
機
観

町
田
是
正

29

﹁
本

ト

願
を
立

ツ

﹂
考

望
月
海
淑

45

破
和
合
僧
に
つ
い
て

望
月
海
英

69

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
八

︻
資
料
︼
身
延
山
歴
代
略
譜
︵
第
三
回
︶

北
沢
光
昭

93

妙
玄
庵
歴
代
帖

林　

是
幹　

手
控

93L

昭
和
47
年
以
降　

日
蓮
聖
人
研
究
文
献
目
録

奥
野
本
洋　

編

73L

身
延
山
史
索
引

林　

是
晋

15L

言
語
小
論
⑤

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
六
年
度
︶

中
条
暁
秀
／
町
田
是
正
／
奥
野
本
洋

132

編
集
後
記

町
田
是
正

138

〇
第
五
十
五
号
︵
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
五
号　

目
次

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
四
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

1

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察

︱
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て

︱

中
條
暁
秀

19

誓
願
と
霊
性

︱
日
蓮
聖
人
の
﹁
誓
願
﹂
の
意
味

︱

町
田
是
正

35

智
顗
﹃
法
華
文
句
﹄
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

59

焰
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て

高
橋
堯
昭

83

西
安
草
堂
寺
奉
安
の
羅
什
像
の
原
画
と
注
法
華
経
㈠

若
杉
見
龍

101

仏
教
者
と
憲
法
第
九
条

中
里
悠
光

111

︿
書
評
﹀
上
田
本
昌
著
﹃
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
﹄︵
平
楽
寺
書
店
刊
︶

奥
野
本
洋

125

第
三
十
五
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

立
正
安
国
論
と
現
代
社
会

廣
瀬
悦
夫

129

　

十
六
異
論
考

清
水
海
隆

131

　

室
町
時
代
に
お
け
る
地
方
寺
院
の
形
成
・
発
展
に
つ
い
て

糸
久
宝
賢

132



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

二
九

　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
即
身
成
仏
論
の
基
礎
的
考
察

︱
即
身
成
仏
位
に
関
連
し
て

︱

西
片
元
證

134

　

近
世
日
蓮
宗
の
千
部
会
に
つ
い
て

︱
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

︱

望
月
真
澄

136

　

立
正
観
抄
と
法
華
問
答
正
義
抄

高
橋
謙
祐

138

　

日
蓮
聖
人
の
﹃
涅
槃
経
﹄
引
用
の
一
断
面
︱
﹃
一
乗
要
決
﹄
と
の
関
連
を
中
心
に
し
て
︱

関
戸
啓
造

140

　

日
蓮
聖
人
の
罪
認
識

原　

慎
定

141

　
﹃
本
尊
聖
教
録
﹄
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

寺
尾
英
智

143

　

宗
門
の
現
状
と
課
題

︱
五
十
五
年
度
宗
勢
調
査
報
告
か
ら

︱

久
住
謙
是

145

　

十
界
構
造
論
Ⅲ

︱
信
行
形
態
の
点
検

︱

服
部
即
明

147

　

近
世
日
蓮
宗
教
学
に
つ
い
て

小
野
文
珖

148

　

続
・
不
受
流
僧
潮
音
寺
日
照
に
つ
い
て

藤
崎
英
正

150

　

法
華
経
に
お
け
る
﹁
教
主
釈
尊
﹂
の
表
現
と
仏
教
思
想
史
的
意
義
︵
そ
の
二
︶

林　

円
修

152

言
語
小
論
⑥

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
七
年
度
︶

155

編
集
後
記

町
田
是
正

164

〇
第
五
十
六
号
︵
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
六
号　

目
次

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
四
年
十
二
月
か
ら
五
年
三
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

1

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察

︱
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て
㈡

︱

中
條
暁
秀

19

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
時
機
観

町
田
是
正

29

﹁
本

ト

願
を
立

ツ

﹂
考

望
月
海
淑

45

破
和
合
僧
に
つ
い
て

望
月
海
英

69

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

二
八

︻
資
料
︼
身
延
山
歴
代
略
譜
︵
第
三
回
︶

北
沢
光
昭

93

妙
玄
庵
歴
代
帖

林　

是
幹　

手
控

93L

昭
和
47
年
以
降　

日
蓮
聖
人
研
究
文
献
目
録

奥
野
本
洋　

編

73L

身
延
山
史
索
引

林　

是
晋

15L

言
語
小
論
⑤

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
六
年
度
︶

中
条
暁
秀
／
町
田
是
正
／
奥
野
本
洋

132

編
集
後
記

町
田
是
正

138

〇
第
五
十
五
号
︵
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
五
十
五
号　

目
次

身
延
山
晩
年
の
日
蓮
聖
人

︱
弘
安
四
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で

︱

上
田
本
昌

1

朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察

︱
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て

︱

中
條
暁
秀

19

誓
願
と
霊
性

︱
日
蓮
聖
人
の
﹁
誓
願
﹂
の
意
味

︱

町
田
是
正

35

智
顗
﹃
法
華
文
句
﹄
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

59

焰
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て

高
橋
堯
昭

83

西
安
草
堂
寺
奉
安
の
羅
什
像
の
原
画
と
注
法
華
経
㈠

若
杉
見
龍

101

仏
教
者
と
憲
法
第
九
条

中
里
悠
光

111

︿
書
評
﹀
上
田
本
昌
著
﹃
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
﹄︵
平
楽
寺
書
店
刊
︶

奥
野
本
洋

125

第
三
十
五
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

立
正
安
国
論
と
現
代
社
会

廣
瀬
悦
夫

129

　

十
六
異
論
考

清
水
海
隆

131

　

室
町
時
代
に
お
け
る
地
方
寺
院
の
形
成
・
発
展
に
つ
い
て

糸
久
宝
賢

132



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
一

身
延
山
短
大
仏
教
文
化
研
究
所　

編
纂

111

︻
資
料
︼
身
延
山
﹁
高
座
石
年
中
行
事
帳
﹂

奥
野
本
洋　

校
註

197

言
語
小
論
⑧

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
五
十
九
年
度
︶

町
田
是
正

203

編
集
後
記

町
田
是
正

〇
第
五
十
八
号
︵
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
頭

宮
崎
英
修

棲
神　

第
五
十
八
号　

目
次

嘉
祥
﹃
法
華
義
疏
﹄
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

1

従
地
涌
出

︱
法
華
経
神
話
の
世
界

︱

高
橋
堯
昭

29

甲
斐
国
河
内
領　

穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造

町
田
是
正

49

身
延
在
山
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ゅ
うと

真ま

間ま

起
請
文

山
口
晃
一

142

　

室
町
時
代
京
都
日
蓮
教
団
寺
院
と
﹁
寺
内
﹂

糸
久
宝
賢

144

　

日
蓮
宗
の
江
戸
諸
講
中
に
つ
い
て

︱
堀
之
内
妙
法
寺
史
料
を
中
心
と
し
て

︱

北
村
行
遠

145

　

天
台
教
学
に
於
け
る
仏
種
の
下
種
と
仏
性

日
比
宣
俊

149

　

日
蓮
聖
人
の
﹁
提
婆
達
多
﹂
解
釈
に
つ
い
て

原　

慎
定

151

　

下
種
に
関
す
る
一
考
察

平
島
盛
雄

152

　

近
代
日
蓮
主
義
研
究
㈡

︱
本
多
日
生
の
布
教
活
動
に
つ
い
て

︱

浜
島
典
彦

154

　
﹃
総
と
別
﹄
の
関
係
の
一
考
察

芹
沢
泰
謙

156

　

日
蓮
聖
人
の
﹁
依
正
不
二
﹂
観
に
つ
い
て

松
脇
行
真

157

　

日
蓮
聖
人
﹃
注
法
華
経
﹄
研
究
ノ
ー
ト

︱
序
品
に
お
け
る
引
用
経
論
の
特
徴

︱

今
井
真
孝

159

　

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
闡
提
成
仏
と
仏
性
に
つ
い
て

関
戸
堯
海

161

　

八
品
の
世
界

芹
澤
寛
哉

162

言
語
小
論
⑨

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
六
十
年
度
︶

桑
名
貫
正
／
町
田
是
正

165

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
五
十
九
号
︵
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

序 

学
頭

宮
崎
英
修



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
五

序

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
二
号　

目
次

法
華
経
に
現
わ
れ
た
法
師
と
化
人

︱
法
師
品
を
中
心
と
し
て

︱

上
田
本
昌

1

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
﹇
再
掲
﹈

奥
野
本
洋

21

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

︱
主
と
し
て
摂
折
問
題

︱

桑
名
貫
正

35

武︵
甲
斐
守
護
︶

田
・
穴︵

甲
斐
河
内
領
︶

山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策

町
田
是
正

53

﹁
霊
鷲
山
﹂
考

望
月
海
淑

75

兜
跋
毘
沙
門
天
の
背
景

︱
そ
の
成
立
の
思
想
的
意
義

︱

高
橋
堯
昭

91

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

119

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

山
田
是
明

125

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
㈠

中
山　

勝

135

︻
資
料
︼
摩
訶
止
観
円
頓
章
私
記

秋
山
智
孝

151

第
四
十
二
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
︵
二
︶
︱
﹃
縮
刷
遺
文
﹄
編
纂
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱

安
中
尚
史

167

　

上
総
七
里
法
華
地
域
に
お
け
る
十
个
村
題
目
講
に
つ
い
て

岩
田
諦
静

168

　
﹃
毒
箭
﹄
に
み
る
思
想
と
信
仰

小
野
文
珖

170

　

不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
の
仏
に
つ
い
て

金
森
立
承

172

　

佐
前
教
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

関
戸
堯
海

173

　

法
華
経

︱
こ
の
不
思
議
な
経
典

︱

芹
沢
寛
哉

174

　
﹃
日
本
靈
異
記
﹄
に
お
け
る
法
華
經
信
仰
に
つ
い
て

高
佐
宣
長

176

　
﹃
上
野
郷
主
等
御
返
事
﹄
の
真
筆
と
系
年
に
つ
い
て

寺
尾
英
智

177

　
﹃
池
上
永
寿
院
開
基
戸
川
逵
安
一
門
の
研
究
と
不
受
不
施
事
件
﹄

内
藤
潮
洲

178

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
四

︻
資
料
︼
西
谷
檀
林
先
聖
録　

西
渓
学
校
妙
玄
庵
歴
世
録

秋
山
智
孝　

校
註

145

言
語
小
論
⑪

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
六
十
二
年
度
︶

町
田
是
正

185

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
一
号
︵
平
成
元
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
六
十
一
号　

目
次

新
発
見
の
御
真
蹟　

上
野
殿
御
返
事
に
つ
い
て

宮
崎
英
修

1

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識

町
田
是
正

5

従
地
涌
出
の
塔

︱
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
於
け
る
東
西
文
化
の
融
合

︱

高
橋
堯
昭

21

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
る
﹃
顚
倒
﹄
考

望
月
海
淑

49

日
蓮
聖
人
中
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て

上
田
本
昌

65

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究

桑
名
貫
正

79

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て

中
條
曉
秀

93

︿
ノ
ー
ト
﹀﹁
社
会
福
祉
﹂
に
お
け
る
一
考
察
⑵

渡
辺
寛
勝

107

︻
資
料
︼
御
本
尊
筆
法
点
等
之
事

秋
山
智
孝

115

学
園
彙
報
︵
昭
和
六
十
三
年
度
︶

町
田
是
正

127

言
語
小
論
⑪
﹇
正
⑫
﹈

大
森　

孝

1L

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
11
章　

試
訳

望
月
海
慧

25L

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
二
号
︵
平
成
二
年
三
月
三
十
日
発
行
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
五

序

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
二
号　

目
次

法
華
経
に
現
わ
れ
た
法
師
と
化
人

︱
法
師
品
を
中
心
と
し
て

︱

上
田
本
昌

1

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
﹇
再
掲
﹈

奥
野
本
洋

21

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

︱
主
と
し
て
摂
折
問
題

︱

桑
名
貫
正

35

武︵
甲
斐
守
護
︶

田
・
穴︵

甲
斐
河
内
領
︶

山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策

町
田
是
正

53

﹁
霊
鷲
山
﹂
考

望
月
海
淑

75

兜
跋
毘
沙
門
天
の
背
景

︱
そ
の
成
立
の
思
想
的
意
義

︱

高
橋
堯
昭

91

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

119

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

山
田
是
明

125

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
㈠

中
山　

勝

135

︻
資
料
︼
摩
訶
止
観
円
頓
章
私
記

秋
山
智
孝

151

第
四
十
二
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
︵
二
︶
︱
﹃
縮
刷
遺
文
﹄
編
纂
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱

安
中
尚
史

167

　

上
総
七
里
法
華
地
域
に
お
け
る
十
个
村
題
目
講
に
つ
い
て

岩
田
諦
静

168

　
﹃
毒
箭
﹄
に
み
る
思
想
と
信
仰

小
野
文
珖

170

　

不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
の
仏
に
つ
い
て

金
森
立
承

172

　

佐
前
教
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

関
戸
堯
海

173

　

法
華
経

︱
こ
の
不
思
議
な
経
典

︱

芹
沢
寛
哉

174

　
﹃
日
本
靈
異
記
﹄
に
お
け
る
法
華
經
信
仰
に
つ
い
て

高
佐
宣
長

176

　
﹃
上
野
郷
主
等
御
返
事
﹄
の
真
筆
と
系
年
に
つ
い
て

寺
尾
英
智

177

　
﹃
池
上
永
寿
院
開
基
戸
川
逵
安
一
門
の
研
究
と
不
受
不
施
事
件
﹄

内
藤
潮
洲

178

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
四

︻
資
料
︼
西
谷
檀
林
先
聖
録　

西
渓
学
校
妙
玄
庵
歴
世
録

秋
山
智
孝　

校
註

145

言
語
小
論
⑪

大
森　

孝

1L

学
園
彙
報
︵
昭
和
六
十
二
年
度
︶

町
田
是
正

185

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
一
号
︵
平
成
元
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

棲
神　

第
六
十
一
号　

目
次

新
発
見
の
御
真
蹟　

上
野
殿
御
返
事
に
つ
い
て

宮
崎
英
修

1

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識

町
田
是
正

5

従
地
涌
出
の
塔

︱
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
於
け
る
東
西
文
化
の
融
合

︱

高
橋
堯
昭

21

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
る
﹃
顚
倒
﹄
考

望
月
海
淑

49

日
蓮
聖
人
中
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て

上
田
本
昌

65

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究

桑
名
貫
正

79

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て

中
條
曉
秀

93

︿
ノ
ー
ト
﹀﹁
社
会
福
祉
﹂
に
お
け
る
一
考
察
⑵

渡
辺
寛
勝

107

︻
資
料
︼
御
本
尊
筆
法
点
等
之
事

秋
山
智
孝

115

学
園
彙
報
︵
昭
和
六
十
三
年
度
︶

町
田
是
正

127

言
語
小
論
⑪
﹇
正
⑫
﹈

大
森　

孝

1L

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
11
章　

試
訳

望
月
海
慧

25L

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
二
号
︵
平
成
二
年
三
月
三
十
日
発
行
︶



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
七

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀
智
慧
と
慈
悲
︵
№
１
︶

︱
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
の
接
点
を
求
め
て

︱

町
田
是
正

63

数
珠
考

一
宮
嘉
孝

77

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
㈡

中
山　

勝

113

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
教
育
職
員
免
許
制
度
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

137

鷗
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像

小
泉
立
身

153

学
園
彙
報
︵
平
成
二
年
度
︶

桑
名
貫
正

171

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ン
︵N

athaniel H
aw

thorne

︶
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
︵
主
に
故
郷
サ
レ
ム
・
小
説
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
レ
タ
ー
ズ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
︶

大
森　

孝

1L

大
学
に
お
け
る
保
健
体
育
の
実
技
に
関
す
る
研
究

向
井
皋
士

25L

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
14
章　

試
訳

望
月
海
慧

39L

編
集
後
記

林　

是
晋

〇
第
六
十
四
号
︵
平
成
四
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
四
号　

目
次

法
華
経
に
現
れ
た
﹁
一
心
﹂
に
つ
い
て

上
田
本
昌

7

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
㈠

︱
法
華
経
の
成
仏
の
文
証
に
関
し
て

︱

桑
名
貫
正

25

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀
智
慧
と
慈
悲
︵
承
前
№
・
２
︶

︱
法
華
経
に
み
る
智
慧
と
菩
薩
行

︱

町
田
是
正

43

僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ

︱
新
入
手
の
舎
利
箱
銘
文
に
よ
っ
て

︱

高
橋
堯
昭

63

﹃
転
識
論
﹄
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て

岩
田
諦
静

85

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
︵
三
︶

中
山　

勝

109

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
短
期
大
学
設
置
基
準
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

125

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
六

　

日
蓮
聖
人
の
国
土
観
に
つ
い
て

野
口
真
澄

180

　

教
院
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察

浜
島
典
彦

181

　

日
蓮
教
学
に
お
け
る
﹁
孝
養
﹂
の
宗
教
的
意
義

原　

愼
定

183

　

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

平
井
智
親

185

　
﹃
元
暁
の
法
華
経
観
﹄
︱
元
暁
注
疏
に
於
け
る
天
台
の
影
響
の
有
無
︱

福
士
慈
稔

186

　

日
蓮
聖
人
の
題
目
論

丸
茂
龍
正

187

　

本
迹
論
の
一
考
察
︱
桂
林
日
隆
の
﹃
私
新
抄
﹄
に
表
れ
た
本
迹
論
︱

三
吉
廣
明

188

　
﹁
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
﹂

︱
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸
出
開
帳
を
中
心
に

︱

望
月
真
澄

190

　

日
蓮
聖
人
に
み
ら
れ
る
仏
法
王
法
観

︱
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法

︱

吉
木
英
雄

191

学
園
彙
報
︵
平
成
元
年
度
︶

大
森　

孝
／
桑
名
貫
正

193

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
12
章　

試
訳

望
月
海
慧

1L

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
三
号
︵
平
成
三
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

﹇
口
絵
﹈
大
森　

孝
教
授

大
森
孝
教
授　

略
歴

大
森
孝
教
授
研
究
業
績

棲
神　

第
六
十
三
号　

目
次

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観

上
田
本
昌

1

樹
と
釈
尊

︱
東
洋
的
自
然
観
の
考
察

︱

高
橋
堯
昭

23

︿
レ
ポ
ー
ト
﹀
白
馬
寺
管
見

望
月
海
淑

47



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
七

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀
智
慧
と
慈
悲
︵
№
１
︶

︱
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
の
接
点
を
求
め
て

︱

町
田
是
正

63

数
珠
考

一
宮
嘉
孝

77

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
㈡

中
山　

勝

113

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
教
育
職
員
免
許
制
度
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

137

鷗
外
歴
史
小
説
の
中
の
女
性
像

小
泉
立
身

153

学
園
彙
報
︵
平
成
二
年
度
︶

桑
名
貫
正

171

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ン
︵N

athaniel H
aw

thorne

︶
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
︵
主
に
故
郷
サ
レ
ム
・
小
説
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
レ
タ
ー
ズ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
︶

大
森　

孝

1L

大
学
に
お
け
る
保
健
体
育
の
実
技
に
関
す
る
研
究

向
井
皋
士

25L

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
14
章　

試
訳

望
月
海
慧

39L

編
集
後
記

林　

是
晋

〇
第
六
十
四
号
︵
平
成
四
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
四
号　

目
次

法
華
経
に
現
れ
た
﹁
一
心
﹂
に
つ
い
て

上
田
本
昌

7

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
㈠

︱
法
華
経
の
成
仏
の
文
証
に
関
し
て

︱

桑
名
貫
正

25

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀
智
慧
と
慈
悲
︵
承
前
№
・
２
︶

︱
法
華
経
に
み
る
智
慧
と
菩
薩
行

︱

町
田
是
正

43

僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ

︱
新
入
手
の
舎
利
箱
銘
文
に
よ
っ
て

︱

高
橋
堯
昭

63

﹃
転
識
論
﹄
に
お
け
る
三
性
説
に
つ
い
て

岩
田
諦
静

85

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
︵
三
︶

中
山　

勝

109

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
短
期
大
学
設
置
基
準
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

125

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
六

　

日
蓮
聖
人
の
国
土
観
に
つ
い
て

野
口
真
澄

180

　

教
院
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察

浜
島
典
彦

181

　

日
蓮
教
学
に
お
け
る
﹁
孝
養
﹂
の
宗
教
的
意
義

原　

愼
定

183

　

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

平
井
智
親

185

　
﹃
元
暁
の
法
華
経
観
﹄
︱
元
暁
注
疏
に
於
け
る
天
台
の
影
響
の
有
無
︱

福
士
慈
稔

186

　

日
蓮
聖
人
の
題
目
論

丸
茂
龍
正

187

　

本
迹
論
の
一
考
察
︱
桂
林
日
隆
の
﹃
私
新
抄
﹄
に
表
れ
た
本
迹
論
︱

三
吉
廣
明

188

　
﹁
江
戸
城
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰
﹂

︱
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸
出
開
帳
を
中
心
に

︱

望
月
真
澄

190

　

日
蓮
聖
人
に
み
ら
れ
る
仏
法
王
法
観

︱
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法

︱

吉
木
英
雄

191

学
園
彙
報
︵
平
成
元
年
度
︶

大
森　

孝
／
桑
名
貫
正

193

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
12
章　

試
訳

望
月
海
慧

1L

編
集
後
記

中
條
暁
秀

〇
第
六
十
三
号
︵
平
成
三
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

﹇
口
絵
﹈
大
森　

孝
教
授

大
森
孝
教
授　

略
歴

大
森
孝
教
授
研
究
業
績

棲
神　

第
六
十
三
号　

目
次

日
蓮
聖
人
初
期
の
唱
題
観

上
田
本
昌

1

樹
と
釈
尊

︱
東
洋
的
自
然
観
の
考
察

︱

高
橋
堯
昭

23

︿
レ
ポ
ー
ト
﹀
白
馬
寺
管
見

望
月
海
淑

47



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
九

Ratnākaraśānti’s Sūtrasam
uccayabhās

4yam

4 Ratnālokālam

4kāra

︵I

︶

K
aie M

ochizuki

1L

編
集
後
記

池
上
要
靖

〇
第
六
十
六
号
︵
平
成
六
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
六
号　

目
次

一
仏
乗
の
も
と
に

︱
法
華
経
に
よ
る
諸
神
の
包
容

︱

高
橋
堯
昭

7

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
︵
二
︶

︱
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向

︱

上
田
本
昌

33

﹃
開
目
抄
﹄
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈠

桑
名
貫
正

49

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て

︱
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て

︱

奥
野
本
洋

69

玄
奘
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
︵
翻
訳
︶

町
田
是
正　

訳

89

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察
⑵

　

︱
﹁
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
﹂
の
変
遷
に
つ
い
て

︱

渡
辺
寛
勝

119

︿
史
料
紹
介
﹀
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
︵
一
︶

　

︱
﹃
東
都
歳
時
記
﹄
に
み
ら
れ
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に

︱

望
月
真
澄

127

︿
資
料
﹀
明
治
初
年
の
﹁
自
裁
﹂
規
則

︱
明
治
法
制
史
料
断
片
︵
一
︶

︱

中
山
光
勝

155

第
四
十
六
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

下
種
論
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て

︱
本
因
・
本
果
下
種
論
の
源
流

︱

田
村
完
爾

179

　

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
引
用
に
つ
い
て

三
輪
是
法

180

　

日
蓮
聖
人
に
み
る
病
相
の
提
示
と
治
病

野
口
真
澄

181

　

日
蓮
聖
人
遺
文
と
﹃
注
法
華
経
﹄
の
関
連

関
戸
堯
海

182

　
﹃
日
蓮
聖
人
の
歴
史
観
の
一
考
察
﹄

鶴
岡
雅
代

184

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
八

学
園
彙
報
︵
平
成
三
年
度
︶

桑
名
貫
正

135

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
10
章　

試
訳

望
月
海
慧

1L

編
集
後
記

池
上
要
靖

〇
第
六
十
五
号
︵
平
成
五
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

秋
山
智
孝
先
生
の
古
稀
寿
を
迎
え
て

宮
崎
英
修

﹇
口
絵
﹈
秋
山
智
孝
教
授

秋
山
智
孝
先
生
歴
年
譜

棲
神　

第
六
十
五
号　

目
次

﹁
円
教
﹂
の
意
味

︱
円
頓
章
釈

︱

浅
井
円
道

13

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
︵
一
︶

︱
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向

上
田
本
昌

25

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
﹁
顕
本
﹂
の
意
義

庵
谷
行
亨

43

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
︑
三
の
問
題

︱
御
遷
化
記
録
を
中
心
と
し
て

︱

宮
崎
英
修

51

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て

冠　

賢
一

73

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
﹁
料
紙
﹂
の
用
法

中
尾　

堯

91

法
華
経
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

111

ク
シ
ヤ
ン
に
於
け
る
宗
教
の
大
衆
化

︱
律
蔵
に
於
け
る
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
意
味
す
る
も
の

︱
高
橋
堯
昭

129

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀
智
慧
と
慈
悲
︵
承
前
№
・
３
︶

︱
実
践
と
し
て
の
智
慧

︱

町
田
是
正

155

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
︵
四
︶

中
山　

勝

171

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
大
学
設
置
基
準
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察

渡
辺
寛
勝

185

身
延
本
﹃
本
朝
文
粋
﹄
の
伝
来
過
程

中
尾
真
樹

199

学
園
彙
報
︵
平
成
五
年
度
︶

桑
名
貫
正

219



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
十
九
号　

平
成
三
十
年
十
月

三
九

Ratnākaraśānti’s Sūtrasam
uccayabhās

4yam

4 Ratnālokālam

4kāra

︵I

︶

K
aie M

ochizuki

1L

編
集
後
記

池
上
要
靖

〇
第
六
十
六
号
︵
平
成
六
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

巻
頭
言 

学
長

宮
崎
英
修

棲
神　

第
六
十
六
号　

目
次

一
仏
乗
の
も
と
に

︱
法
華
経
に
よ
る
諸
神
の
包
容

︱

高
橋
堯
昭

7

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
︵
二
︶

︱
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向

︱

上
田
本
昌

33

﹃
開
目
抄
﹄
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈠

桑
名
貫
正

49

江
戸
中
期
に
お
け
る
諸
堂
整
備
に
つ
い
て

︱
学
禅
院
日
逢
を
中
心
と
し
て

︱

奥
野
本
洋

69

玄
奘
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
︵
翻
訳
︶

町
田
是
正　

訳

89

︿
ノ
ー
ト
﹀
新
﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
に
つ
い
て
の
一
考
察
⑵

　

︱
﹁
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
﹂
の
変
遷
に
つ
い
て

︱

渡
辺
寛
勝

119

︿
史
料
紹
介
﹀
江
戸
の
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
︵
一
︶

　

︱
﹃
東
都
歳
時
記
﹄
に
み
ら
れ
る
縁
日
・
開
帳
・
祈
願
を
中
心
に

︱

望
月
真
澄

127

︿
資
料
﹀
明
治
初
年
の
﹁
自
裁
﹂
規
則

︱
明
治
法
制
史
料
断
片
︵
一
︶

︱

中
山
光
勝

155

第
四
十
六
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

　

下
種
論
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て

︱
本
因
・
本
果
下
種
論
の
源
流

︱

田
村
完
爾

179

　

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
引
用
に
つ
い
て

三
輪
是
法

180

　

日
蓮
聖
人
に
み
る
病
相
の
提
示
と
治
病

野
口
真
澄

181

　

日
蓮
聖
人
遺
文
と
﹃
注
法
華
経
﹄
の
関
連

関
戸
堯
海

182

　
﹃
日
蓮
聖
人
の
歴
史
観
の
一
考
察
﹄

鶴
岡
雅
代

184

続
﹃
棲
神
﹄
総
目
録
︵
自
第
四
十
六
号
至
第
六
十
七
号
︶︵
金
︶

三
八

学
園
彙
報
︵
平
成
三
年
度
︶

桑
名
貫
正

135

﹃
般
若
灯
論
﹄
第
10
章　

試
訳

望
月
海
慧

1L

編
集
後
記

池
上
要
靖

〇
第
六
十
五
号
︵
平
成
五
年
三
月
三
十
日
発
行
︶

秋
山
智
孝
先
生
の
古
稀
寿
を
迎
え
て

宮
崎
英
修

﹇
口
絵
﹈
秋
山
智
孝
教
授

秋
山
智
孝
先
生
歴
年
譜

棲
神　

第
六
十
五
号　

目
次

﹁
円
教
﹂
の
意
味

︱
円
頓
章
釈

︱

浅
井
円
道

13

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
︵
一
︶

︱
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向

上
田
本
昌

25

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
﹁
顕
本
﹂
の
意
義

庵
谷
行
亨

43

宗
祖
御
遷
化
に
関
す
る
二
︑
三
の
問
題

︱
御
遷
化
記
録
を
中
心
と
し
て

︱

宮
崎
英
修

51

中
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
書
写
に
つ
い
て

冠　

賢
一

73

日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
﹁
料
紙
﹂
の
用
法

中
尾　

堯

91

法
華
経
に
お
け
る
信

望
月
海
淑

111

ク
シ
ヤ
ン
に
於
け
る
宗
教
の
大
衆
化

︱
律
蔵
に
於
け
る
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
意
味
す
る
も
の

︱
高
橋
堯
昭

129

︿
研
究
ノ
ー
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